
戦没者追悼式献花台

幾
千
本
の
白
い
花
に
込
め
て

手
向
け
た

鎮
魂
の
祈
り
、

平
和
へ
の
希
望

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と

「
交
通
安
全
」

三
鷹
市
で
は
、
第
３
次
基
本
計
画
の

最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
位
置
づ
け
、

03
年
に
市
民
参
加
で
策
定
さ
れ
た
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

に
基
づ
い
て
、
三
鷹
駅
前
等
重
点
地
域

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
か
ら
、
段
階
的

に
歩
道
整
備
や
段
差
改
修
、
昇
降
機
の

設
置
、「
ほ
っ
と
ベ
ン
チ
」
の
設
置
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
移
動
や
活
動

の
利
便
性
を
高
め
、
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
最
近
市
内
で
の
交

通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
先

日
は
、
市
の
ご
み
収
集
業
務
中
に
委
託

事
業
者
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、

ご
遺
族
の
お
悲
し
み
に
少
し
で
も
報
い

る
た
め
に
も
再
発
防
止
策
の
徹
底
に
努

め
る
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
に
、
安
心
し

て
歩
い
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
だ
け
で
な
く
、
交
通
安
全
、
労
働
安

全
な
ど
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

当
該
事
業
の
全
事
業
者
の
従
業
員
を

対
象
に
緊
急
安
全
研
修
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
市
の
職
員
を
は
じ
め
、
委
託

事
業
者
や
外
郭
団
体
な
ど
協
働
の
パ
ー

ト
ナ
ー
に
も
、
交
通
安
全
、
労
働
安
全

に
関
す
る
情
報
共
有
と
研
修
の
機
会
の

再
点
検
を
実
施
し
、
実
効
性
を
確
保
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
三
鷹
警
察
署
と
も
連
携
を
強

め
、
自
転
車
走
行
中
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

や
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
交

通
事
故
の
減
少
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

8月は平和強調月間です　ご協力を! ……2 

家庭で使用済みの注射針を回収 …………3

各部の運営方針と目標を策定 ……………4 

パブリックコメント ………………………5 

70歳以上の方の医療費一部負担判定基準を変更…8

高齢者の保養宿泊費を助成 ………………9

図書館の夏休み子ども映画会……………10

三鷹ネットワーク大学の絵本セミナー…11

今号の紙面から

http: / /www.ci ty.mitaka.tokyo. jp/

広報
MITAKA City
Information No.1335 平成18年 2006.7.16

市 長 コ ラ ム

三鷹市長

発行　三鷹市
編集／三鷹市企画部秘書広報課

毎月第1・3日曜発行

市役所代表電話

@0422-45-1151
市民相談専用電話 @0422-44-6600

市民の声専用FAX @0422-48-2810

〒181-8555 三鷹市野崎1-1-1

先の第二次世界大戦では、世界中で多くの尊い命が奪
われました。また、東京大空襲や広島・長崎への原子爆弾
の投下など、国内の各地にも大きなつめ跡を残しながら、
昭和20（1945）年8月15日、ようやく終戦を迎えました。
それから61年。平和の尊さを考え、風化しつつある戦争
の記憶を次の世代に伝えていくことは、今の私たちがなす
べき大切な役目です。
市では、昭和57（1982）年に「三鷹市非核都市宣言」を
行い、平成4（1992）年には「三鷹市における平和施策の
推進に関する条例」を制定しています。また、毎年8月を平
和強調月間として啓発活動に取り組むなど、平和事業の
積極的な推進を図っています。
戦争の記憶を次の世代に語り継ぎ、平和への誓いを新
たにするため、今年もこの平和強調月間に、「平和展」や
「戦没者追悼式並びに平和祈念式典」などを開催します。
多くのみなさんのご参加をお待ちしています。
e企画経営室@内線2115・地域福祉課@内線2615

関連記事は2面をご覧ください

■8月15日～世代をこえて平和を考える日～
①仙川公園における献花　午前9時～10時30分（荒天中止）
仙川公園・平和の像前
②戦没者追悼式並びに平和祈念式典（手話通訳あり）
午前10時～午後0時5分　三鷹市公会堂
③展示コーナー（中国帰国者の会三鷹支部による展示および原爆と人間展）
午前9時50分～午後3時30分　三鷹市公会堂ロビー
④平和アニメ上映会　午後1時20分（開場1時）～3時25分
アニメ「さようならカバくん」「NAGASAKI 1945 アンゼラスの鐘」三鷹市公会堂

■平和展「世界の難民写真展」（提供：日本UNHCR協会）
◆日時 8月8日C～15日C（12日と13日を除く）午前9時～午後4時30分
◆会場 市役所1階市民ホール
◎「みたか平和のつどい」協力団体（順不同）三鷹市遺族会　憲法を記念する三鷹市民の会　各住民協
議会　三鷹市被爆者の会　中国帰国者の会三鷹支部　世界連邦運動協会三鷹支部　&三鷹国際交流協会
三鷹市の福祉をすすめる女性の会　三鷹市公立学校PTA連合会　三鷹市消費者団体連絡会　東京三鷹ラ
イオンズクラブ　東京三鷹ロータリークラブ　東京井の頭ロータリークラブ　三鷹市女性問題懇談会
三鷹青年会議所　三鷹市赤十字奉仕団　三鷹市合唱連盟

今、この瞬間にも世界には、
戦争のつめ跡に苦しむ人がいる

平和展「世界の難民写真展」より、『母
の膝の上で援助物資の支給を待つスーダ
ン難民の少女』¬日本UNHCR協会／井
上清治氏

異境の地で肉親と別れ、
再び祖国の土を踏んだのは
約60年後のことだった

中国帰国者の会三鷹支部による展示から
撮影：鈴木賢二氏

過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
。

そ
の
決
意
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に

仙川公園・平和の像

8月15日

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

いずれも、直接会場へお越しください。

みたか平和のつどい開催

対象は三鷹市在住・在学の小学5、6年生。
u8月3日E午前10時～11時30分、市役所
3階第3委員会室で。
s7月27日Eまでに、はがきまたはＥメー
ルに「市長と語り合う会参加希望」、①氏名
（ふりがな）、②住所、③電話番号、④年齢、
⑤性別、⑥語り合いたい内容、⑦保護者同
伴の有無を記入し「〒181－8555三鷹市役

所秘書広報課秘書係」・ hisho＠city.mita
ka.tokyo.jpへ申し込む。定員10人（申込多
数の場合は抽選）。
◆傍聴者募集
s「市長と語り合う会傍聴希望」、①～⑤を
記入し、はがきまたはEメールで申し込む。
定員5人（申込多数の場合は抽選）。
e秘書係@内線2010

市長と語り合う会第23回 小学5、6年生と三鷹市を語る

市役所前のベンチにて


